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国土を整え、全力で備える 

中国地方整備局 
  
 

松江国道事務所 
Matsue National Highway office 
 

福山河川国道事務所 
Fukuyama office of River and National Highway 
 

三次河川国道事務所 
Miyoshi office of River and National Highway 

平成２７年 ６月３０日 

【問い合わせ先】 
 

 ○ 国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所 
 

   副所長(道路担当) 藤原 宏志   【担当】計画課長 山本 俊彦 
 

    〒690-0017 島根県松江市西津田2丁目6番28号   TEL：(0852)26-2131 FAX：(0852)25-9438 
 

 ○ 国土交通省 中国地方整備局 福山河川国道事務所 
 

   副所長(道路担当) 岸部 明和   【担当】調査設計第二課長 井町 和正 
 

    〒720-0031 広島県福山市三吉町4丁目4番13号   TEL：(084)923-2510 FAX：(084)923-2517 
 

 ○ 国土交通省 中国地方整備局 三次河川国道事務所 
 

   副所長(道路担当) 貞任 俊典   【担当】調査設計課長 砂堀 松男 
 

    〒728-0011 広島県三次市十日市西六丁目２番１号 TEL：(0824)63-4121 FAX：(0824)64-2240 

ふじはら  ひろ し やまもと  としひこ 

きし べ   あきかず  い まち  かずまさ 

さだとう  としふみ すなほり  まつ お 

平成２７年３月２２日に全線開通した 

中国横断自動車道尾道松江線(愛称：中国やまなみ街道)の「利用状況」と 
「ストック効果」※をお知らせします。 

～山陰と山陽がつながって沿線地域が活性化～ 
※ストック効果：整備された社会資本が機能することによって、継続的に中長期的に得られる効果 

 全線開通した中国横断自動車道尾道松江線では、山陽・山陰の新たなネットワークが形成されたこ
とで広域的な人・物の交流により、民需が拡大し、地域経済の好循環が生まれています。 

 

  

 

 
 

  

 
 

  

 
 

  

効果１ 産業振興 
●道路沿線への企業の進出が活発化。１３３社が新たに進出。約３，９００人の雇用を創出。 
●道路整備により物流を支援。企業の売上げも向上。 
●沿線の工業団地では新たに企業が進出。人口、観光客数も増加。 

効果２ 観光振興 
●道路整備により島根県東部では観光客が増加。 
●沿線地域でも新たな観光客の増加により経済が活性化。 
●道路整備により観光地の立ち寄り箇所や滞在時間が増加。新たな観光地へも。 
●所要時間が短縮したことにより、遠方地域からの観光意識も拡大。来訪者も増加。 
●全線開通により各観光地の観光客数も増加。 

効果３ 住民生活 

●開通により、仕事や観光での利用者が増加。 
●開通にあわせ、高速バスの便数も増え、広域利用の利便性が向上。 
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雲南市

松江市
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三刀屋
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吉田掛合IC

出雲IC

雲南吉田IC

高野IC

尾
道
松
江
線

尺の内流通業務団地（雲南市）

沿線：尾道市（一定規模（投下資本５千万以上の工場等・H26は見込み含む）の新設・増設数、
三次工業団地（H27.4見込み含む）の新設数、島根県東部（安来市、松江市、出雲市、斐川
町、雲南市、奥出雲町、飯南町・H27.1時点）の新設・増設数

資料：H27.1尾道市・三次市より提供、島根県ＨＰより

▼工業団地位置図

▼沿線の企業進出・雇用者数の変化状況

高速道路の開通を見越し企業が多数進出

沿線自治体の声

・地元⽴地企業からは、尾道松江線の開通
により、物流⾯での時間短縮やコスト削
減、取引拡⼤等の⾯で⼭陽⽅⾯への⾏
き来が便利になったと聞いています。
・現在、⼭陰⾃動⾞道斐川ＩＣ近くに出
雲斐川中央⼯業団地（仮称）を造成
中（約16ｈａ）で、製造業からの問い
合わせ件数が４件、現地視察が３件あり
ました。（出雲市 産業振興課）

・企業⽴地の受け⽫となる企業団地が残り
少なくなってきたことに加え、尾道松江線の
全線開通による効果を活かした企業⽴
地を促進するため、新たに神原企業団地
（約5ｈａ）の整備に向けた事業を推
進しています。（雲南市 産業推進課）
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開通により、
さらなる整備のため

神原企業団地
（約5ha）を整備

企業立地が進み、新たな企業団地を整備

尾道松江線の整備を見据
え、Ｈ19以降、3社が進出、
1社が増設(賃貸含む)。
【利用率99%（H26現在）】

1．尾道松江線の整備効果 （産業振興①）
～企業進出の活発化・新たな雇用を創出しています～

尾道松江線

・尾道松江線の沿線では、工業・産業団地の新設・増設が進むなど、企業の進出が活発化しています。
・Ｈ１９年度以降に尾道松江線沿線に進出した企業は延べ１３３社であり、約３，９００人の雇用を創出しています。
・全線開通により、更なる企業活動の活発化が期待されます。

H19年度以降、

133社進出
約3,900人雇用
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尾道松江線
全線開通

斐川 IC近くに
出雲斐川中央工業団地

(仮称)を造成中
(約16ha)

※圏域は旧市町村役場からICまでの直線距離で判定
整備前：全線（尾道JCT～三刀屋木次IC）未整備
整備後：全線整備

平成27年
3月22日開通



1．尾道松江線の整備効果 （産業振興②）
～全線開通により国際競争力が一層向上し、拡大する外需に対応します～

尾道松江線

・愛媛県今治市の「今治タオル」の原材料の約7割は島根県出雲市より尾道松江線を通って陸送されています。
・綿糸の輸送時間短縮や安定供給が、欧米諸国から評判も高い「今治タオル」の海外輸出を支援しています。

陸送支援は売上にも貢献！

今治タオル
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【四国のタオル⽣産量と国内シェアの推移】

吉⽥掛合〜三⼑屋⽊次間開通

三次東〜吉⽥掛合間開通
吉舎〜三次東間開通
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国
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）
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島根県
出雲市

愛媛県
今治市

海外市場へ

※今治地区綿糸受渡量
約12,000 t/年

綿糸出荷量

Ｈ２３：約7,200 ｔ/年

Ｈ２６：約8,000 ｔ/年
（出雲から四国（主に今治市））

綿花（原綿）
出雲市で原綿から錦糸
に加工し、尾道松江線を
使って今治市へ運搬。

資料：企業数、織機台数、革新織機台数、従業員数、綿糸引渡数量、生産
量、

売値、生産額、輸出・輸入数量の推移 (四国タオル工業組合より)

尾道⾃動⾞道（H27.3開通区間）
H23 H24 H25

【国際⾒本市での受注⾦額
及びタオル輸出企業数の推移】

三次東〜吉⽥掛合間開通

吉吉⽥掛合〜三⼑屋⽊次間開通

（年度）



西酒屋町

【中国縦貫自動車道】
S58.3.24 全線開通

【中国横断自動車道尾道松江線】
H16.1.30 新直轄方式として事業化
H25.3.30 松江自動車道全線開通
H26.3.30 尾道自動車道一部開通
H27.3.22 尾道松江線全線開通

H25増改築

H6移転

東酒屋町

三次中央
病院 ●●酒河⼩学校 ●みよし運動公園

（三次きんさいスタジアム）
H25完成

トレッタみよし ●

三次⼯業団地
（５７ha）

H27完成

都市機能集積

1．尾道松江線の整備効果 （産業振興③）
～高速道路がクロスし、その交点で地域が活性化しています～

尾道松江線

・広島県三次市では、「中国横断自動車道尾道松江線」の整備(Ｈ27.3.22全線開通)により、既存の「中国縦貫自動車道」と、「三次東JCT･IC」
で十字接続され、高速道路のクロス地点となっています。

・クロス地点に近い「酒屋地区」には都市機能が集積し、「三次工業団地」では新たに操業を開始する企業の立地も進んでいます。
・酒屋地区の居住人口、三次市の観光客数は増加傾向(いずれも約２割増)にあり、今後も更なる拡大が期待されます。

酒屋地区の人口の推移

出典)三次市市民生活課調べ

企業立地の進展(三次工業団地)

最近の新たな企業進出では、

『ｻﾆｸﾘｰﾝ広島三次支店』が

平成27年4月より操業開始

◆クリーンサービス事業等を展開

『白鳳堂 三次工場』が

平成27年5月より操業開始
◆伝統的毛筆製造技術の

化粧筆を製造

■三次市全体の観光客数
H17：243.6万人/年 ⇒ H25：294.9万人/年 【51.3万人増加(約２割増)】

注）本資料に示す観光客数は、H17(松江自動車道全線開通前）と現在(H25）の比較
(広島県統計年鑑及び三次市観光交流課ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果より）

観光客数の増加

H6完成

広島三次ワイナリー

H17：38.6万人/年 ⇒ H25：44.4万人/年
【5.8万人増加(15％増)】

H17：開業前 ⇒ H25：10.4万人/年
【新たに10.4万人が来館する観光施設を整備】

H18完成

奥田元宋・小由女美術館

松江道開通後(H25.3～)に３企業が立地!
※三次市企業誘致化へのヒアリング結果より

中国縦貫自動車道

三次東JCT・IC
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1．尾道松江線の整備効果 （観光振興①）
～尾道松江線整備で地域経済が活性化しています～

尾道松江線

・「中国やまなみ街道」の開通により、山陽・山陰の交流が活発化し、島根県東部では観光客数が増加しました。
・多くの観光客が、「中国やまなみ街道」の沿線に開業した「道の駅たかの」に立ち寄り、地元農産品を購入することで、沿線地域の経済活性

化にも寄与しています。

にぎわう 道の駅たかの

【庄原市高野町】
観光客数 ：約 １４万人 (H22)
観光消費額：約１６２百万円(H21)

【道の駅たかの】
来客者数：約 ４４万人 (H25) 
売上げ高：約４８０百万円(H25)

「庄原市高野町」と「道の駅たかの」の比較

H25.3
中国やまなみ街道 開通

「道の駅たかの」だけで、開通前の「庄原市高野町」区域の約３倍に

島根県東部(松江城、出雲大社など)の
観光客数の比較

205.5 H24

234.4 

0 50 100 150 200

H26

※上記「観光客数」は、Ｈ２４・２６それぞれの年の４～９月の６ヶ月の集計数。
島根県東部：松江市、安来市、奥出雲町、雲南市、出雲市、大田市

観光客数
(万人/0.5年)

中国やまなみ街道
の開通で島根県
東部の観光が
１４％増加
（H26/H24）

「道の駅たかの」来場者の出発地

注1：「混雑統計®」の平成25年9月～平成26年8月の推計による。
注2：「道の駅」利用者数は「混雑統計®」のデータによる推定値であり、広島県公表値等とは一致しない。
注3：端数処理の関係上、構成比の合計が100%にならない場合がある。

庄原市以外からの来場者数が９５％と広範囲から立ち寄る

4

・中国やまなみ街道が全通した3月22日以降の21日間は、昨年同期比1.5倍強の売り上げ。

道の駅たかの、2年目も好調



1．尾道松江線の整備効果 （観光振興②）
～全線開通したことで、新規利用が増加しました～

尾道松江線

・集客施設来訪者の尾道松江線利用は約６割、さらにそのうち約６割が新たな開通区間(世羅IC～吉舎IC間)を利用しています。
・整備が進むことで新規利用が年々増加し、「今回はじめて」利用した人の約６割は全線開通がGWの観光利用の契機となっています。

64%
33%

3%

回答者数
1,051人

利用していない
利用した

不明

674人
348人

38% 30% 10% 22% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道松江線を利用した

人(674人）の回答

国道54号 国道184号 他一般道 高速道路

(690人)

今回(GW)利用した674人のうち、
世羅ＩＣ～吉舎ＩＣ間

を利用した人は

402人（60%）

注）複数回答を含む

◆今回(GW)旅⾏での尾道松江線利⽤割合

15%

18%

23%

7%

11%

12%

20%

19%

21%

10%

12%

10%

37%

33%

22%

4%

4%

3%

7%

3%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年度

（尾道JCT～三刀屋

木次IC間開通)

H26年度ＧＷ

(尾道松江線部分開

通)

H27年度ＧＷ

(全線開通)

今回はじめて ５年に１回 ５年に数回 年に１回 年に数回 月に１回以上 その他

(966)

(1,263)

(1,051)

(回答数)

はい

58%

いいえ

41%

不明

1%

回答者数
245人

注）・その他には未記入を含む
・調査日は、Ｈ21.9.20(日)、21(祝)

Ｈ26.5.4(日)、Ｈ27.5.3(日)

「今回はじめて」利用した人の

約６割が「全線開通が契機」

◆尾道松江線全線開通に伴う利⽤の契機
＜尾道松江線の利用割合＞

＜尾道松江線開通前に利用していた道路＞

＜尾道松江線の利用頻度＞

＜ 今回はじめて 利用した方の契機＞

Ｑ：今回利用した理由としては尾道松江線の全線開通がきっかけですか？

Ｑ：今回の旅行で尾道松江線を利用しましたか？

Ｑ：尾道松江線を利用した人で開通前に利用していた道路は？

尾道松江線「初めて利用」の人が年々増加

資料）尾道松江線沿線施設（全２７箇所)でのアンケート調査結果（H27.5.3）
5
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＜道路利用者の声＞

○小学校勤務ですが、今年の修学旅行は尾道松江線を
利用して山陰に行こうと思っています。

（広島県在住 40代 女性）

○尾道松江線がつながったおかげで、滞在時間がたっぷり取れ、
予定以外の観光地にも立ち寄れた。

（島根県在住 50代 男性）

Ｈ２１
（尾道JCT～

三刀屋木次IC間
未開通)

Ｈ２６GW
（世羅IC～吉舎IC間

未開通）

H２７GW
（全線開通）



1．尾道松江線の整備効果 （観光振興③）
～旅行の内容が充実し、満足度が向上しています～

尾道松江線

65.6% 15.5% 14.2%4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

箇所数が増えた 箇所数は増えていない わからない 無回答

48.8% 26.4% 19.9% 4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

滞在時間が増えた 滞在時間は増えていない

わからない 無回答

67.6% 14.6% 12.7%5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

行けるようになった 行けなかった

わからない 無回答

61.4% 18.0% 15.8%4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

機会が増えた 機会が増えていない わからない 無回答

・観光地来訪者のうち、これまでの開通により多数の方が、観光地等の立ち寄り箇所数や滞在時間が増加、これまで行けなかった観光地へ
行けるようになったと回答しており、効果を実感している旅行者が高い割合となっています。

・旅行に出かける頻度も増加し、全線開通で地域の観光振興の拡大が期待されます。
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尾道松江線の開通により、立ち寄り施設数、観光地での滞在時間、旅行の満足度が向上

地域の声（道路利用者）

<移動時間の短縮を実感！>
・尾道松江線の利⽤により移動時間が短縮でき、滞在地でゆっくり過ごすことができた。
（島根県在住 40代男性）
・移動時間が⼤幅に短縮して旅⾏先での滞在時間に余裕ができた。今後も⽇本海側へ気軽に⽇帰り旅⾏を
楽しみたい。（広島県在住 50代男性）
<外出機会が増加！>
・尾道松江線の利⽤で、今まで⾏ったことのない所へ⾏けた。また、今回のルートでしなまみ海道へ⾏ってみた
い。（⿃取県在住 40代男性）
・尾道松江線が開通したことで、瀬⼾内へのアクセスが向上した。四国への旅⾏も考える気持ちになった。
（島根県在住 40代男性）
<満⾜度が向上！>
・福⼭から出雲・松江⽅⾯の⽇帰り旅⾏は余裕をもって⾏動できるようになった。また、スムーズに⾏けたので満
⾜している。（広島県在住 60代男性）

資料)尾道松江線沿線施設(全27箇所)でのアンケート調査結果(H27.5.3)

開通により、今回の旅行では道路開通前には
行けなかった観光地に行けるようになったと思いますか？

▼開通による旅行先への影響
開通により、１つの観光地での

滞在時間が増えたと思いますか？
開通により、立ち寄る観光地の
箇所数が増えたと思いますか？

▼開通による滞在時間への影響▼開通による立ち寄り箇所数への影響

▼旅行に出かける頻度への影響

開通により、今まで以上に、旅行に出かけ
る機会が増えたと思いますか？

（1,051）

（回答数）
（回答数） （回答数）

（回答数）

（1,051） （1,051）

（1,051）

約７割の人が立ち寄り箇所数が増加したと回答 約５割の人が滞在時間が増加したと回答 約７割の人が新規旅行先が増加したと回答

約６割の人が旅行頻度が増加したと回答



4.0%

2.1%

0.9%

3.4%

3.2%

2.5%

5.9%

5.9%

4.8%

5.0%

3.4%

3.4%

5.0%

3.1%

2.8%

16.1%

12.8%

12.1%

29.1%

34.6%

42.3%

27.4%

30.6%

27.6%

3.9%

4.2%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ27

Ｈ26

Ｈ25

（9,300）

（9,600）

（7,900）

四国九州

近畿
以東 福山岡山 山口広島 島根

鳥取

1．尾道松江線の整備効果 （観光振興④）
～広域観光行動の拡大が期待されます～

尾道松江線

広島

福山

島根

鳥取 岡山

山口

四国

九州

近畿

以東

H26
道の駅
たかの

（5,130台）

1,933台
39%

714台
14%

1,323台
26%

154台
3%

195台
4%

203台
4%

108台
2%

160台
3%

340台
5%

・尾道松江線の全線開通により、山陽自動車道、西瀬戸自動車道との連絡が可能となり、広域的な観光行動の意思がみられます。
・併設する道の駅での車籍地分布をみると、鳥取・岡山・福山の車両割合が増加しているほか、中国地方以外の車両が13％みられました。

◆居住地から⾒た観光⾏動の意思（H27GW調査） ◆来訪⾞の⾞籍地の分布
＜尾道松江線に併設する道の駅＞

広島

四国

◆四国からの来訪⾞が増加

中国地方以外8.2%

中国地方以外13.3%

5 14 16 513 25
61

816 24

165

13
0

100

200

徳島 香川 愛媛 高知

H25
H26
H27

（台）
愛媛県からの利用車は

約2.7倍に増加

四
国
の
中
で
も

愛
媛
県
が
大
幅
増
加

（ ）内は調査数

＜道路利用者の声＞ ○尾道松江線利用により時間短縮が図られ、今治～出雲・松江へは、これまでだと一泊しなくては
ならなかったが、片道３時間で出雲へ行けるようになったのが嬉しい。 （愛媛県在住 60代 女性）

資料）尾道松江線沿線施設 （全２７箇所）でのアンケート調査結果(H27.5.3)

資料）道の駅たたらば壱番地、道の駅たかので実施した車籍地調査結果（H27.5.3、H26.5.4、H25.5.4）
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広島
福山

島根

鳥取

岡山

山口 四国

九州

近畿

以東

H27
道の駅
たかの

（5,267台）

1,627台
31%

923台
18%

1,361台
26%

235台
4%

247台
5%197台

4%
218台
4%

167台
3%

292台
5%

四国が倍増

広島

福山

島根

鳥取 岡山

山口

四国

九州

近畿

以東

H25
道の駅
たかの

（4,563台）

2,173台
48%

624台
14%

966台
21%

128台
3%

124台
3%

164台
4%

40台
1%

225台
5%

119台
3%

資料）尾道松江線沿線施設 （全２７箇所）でのアンケート調査結果（H27.5.3）
資料）道の駅たかので実施した車籍地調査結果(H27.5.3、H26.5.4、H25.5.4)

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

島根県
(松江・出雲)

愛媛県

道の駅
たたらば壱番地

道の駅
たかの

○尾道松江線がなければ広域に楽しむことはできなかったと思う。日本海と瀬戸内海を結ぶ主要道路と
して発展してほしい。（福岡県在住 40代 男性）

尾道・
福山

広島県

島根県

岡山県

鳥取県

尾道松江線全線開通により、
山陽自動車道及び西瀬戸自
動車道との連絡が可能に！

(道の駅「たかの」で調査)

(道の駅「たたらば壱番地」「たかの」で調査)

74%

26%

増えない
分からない

尾道・福山方面に
観光する機会が増える

島根県
144人

78%

22%

増えない
分からない

松江・出雲方面に
観光する機会が増える

尾道・福山
226人

71%

29%

増えない
分からない

松江・出雲方面に
観光する機会が増える

広島
276人

69%

31%

島根県
144人

増えない
分からない

広島方面に観光する
機会が増える

75%

25%

四国
71人

松江・出雲方面に
観光する機会が増える

増えない
分からない

69%

31%

島根県
144人

増えない
分からない

四国方面に観光する
機会が増える



1．尾道松江線の整備効果 （観光振興⑤）
～広域周遊が可能となり、観光産業が活性化しています～

尾道松江線

・尾道松江線全線開通により、島根県東部地域や広島県備後・備北地域の観光施設を訪れる観光客数が増加しています。

◆周辺地域の観光⼊り込み客数（ＧＷ期間）

H26(GW期間) 24.0千人
→H27(GW期間) 29.1千人

5.1千人増（21％増）

千光寺山
ﾛｰﾌﾟｳｪｲ

H26(GW期間) 26.8千人
→H27(GW期間) 27.0千人

0.2千人（1％増）

松江城

H26(GW期間) 23.9千人
→H27(GW期間) 21.5千人

2.4千人減（10％減）

石見銀山
(龍源寺間歩)

H26(GW期間) 43.0千人
→H27(GW期間) 44.3千人

1.3千人増（3％増）

由志園

H26(GW期間) 26.5千人
→H27(GW期間) 23.3千人

3.2千人減（12％減）

足立美術館

H26(GW期間) 530.0千人
→H27(GW期間) 540.0千人

10.0千人増（2％増）

出雲大社

H26(GW期間) 28.9千人
→H27(GW期間) 31.7千人

2.8千人増（10％増）

広島三次
ﾜｲﾅﾘｰ

H26(GW期間) 19.0千人
→H27(GW期間) 20.1千人

1.1千人増（6％増）

松江
ﾌｫｰｹﾞﾙﾊﾟｰｸ

H26(GW期間) 9.4千人
→H27(GW期間) 12.7千人

3.3千人増（35％増）

県立宍道湖
自然館ｺﾞﾋﾞｳｽ

H26(GW期間) 3.9千人
→H27(GW期間) 4.3千人

0.4千人増（10％増）

奥田元宋・
小由女美術館

広島県
備後・備北

島根県
東部

７施設中５施設
（７１%）が

観光客増加

H26(GW期間) 67.9千人
→H27(GW期間) 75.1千人

7.2千人（11％増）

備北丘陵公園

H26(GW期間) 33.4千人
→H27(GW期間) 35.6千人

2.2千人（7％増）

せらﾜｲﾅﾘｰ
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１ 2 3

4 5 6 7

8 9 10

11 12

■観光客数
・自治体(島根県、尾道市、世羅町)、各施設聞き取り調査結果

５施設中５施設
（１００%）が
観光客増加



1．尾道松江線の整備効果 （住民生活①）
～尾道松江線の日常的な利用も拡大しています～

尾道松江線

・平成２７年３月に開通した区間（尾道自動車道・世羅IC～吉舎IC間）の沿線施設で調査した結果、尾道松江線の全線開通を契機に利用頻度
が「増えた」と回答した人は約５割（平日・休日）です。利用目的としては、平日では仕事が約５割、休日では観光が約８割です。

・この方々が全線開通前に利用していた道路は、国道１８４号が約９割（平日・休日）を占めています。

◆尾道⾃動⾞道（世羅IC〜吉舎IC間）沿線施設での調査（全８施設）

78%

27%

8%

1%

23%

0% 20% 40% 60% 80%

観光

買い物

仕事

通勤

その他

増えた

51%

同じ

35%
14% (195人)

どちらとも
言えない

（99人） （69人）
（27人）

53%

39%

30%

2%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

仕事

観光

買い物

通勤

その他

＜尾道松江線の平日の利用頻度＞

増えた

50%

同じ

36%
14% (516人)

どちらとも
言えない

（259人） （184人）
（73人）

＜尾道松江線の休日の利用頻度＞

増えた人の利用目的 増えた人の利用目的

平日は仕事・観光を
目的とした利用が
増えています！

資料）尾道松江線沿線施設（全８箇所）での聞き取り調査結果（H27.5.3） 9
注）複数回答可 注）複数回答可

部分開通時と全線開通時の比較 部分開通時と全線開通時の比較

0人 20人 40人 60人 80人 0人 50人 100人 150人 200人

53人（53%）

39人（39%）

30人（30%）

2人（2%）

6人（6%）

201人（78%）

71人（27%） 休日は観光を
目的とした利用が
増えています！

21人（8%）

2人（1%）

59人（23%）



100% 102%

139%

100% 101%

116%

100%

60%

80%

100%

120%

140%

160%

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

出雲広島線 松江広島線 松江尾道・福山線

（年度）

1．尾道松江線の整備効果 （住民生活②）
～高速バスの利便性が向上し、山陰と山陽がより近くなります～

尾道松江線

▼松江市・出雲市と広島市間を運行する
高速バス利用者数の増加率（対H23年比）

高速バス利用者が大幅に増加

資料：一畑バス株式会社資料より

高
速
バ
ス
利
用
者
の
伸
び
率

（対
Ｈ
23
年
比
）

16 16 16
18 18 18

28 28 28
32

36 36

6 6 6

0

10

20

30

40

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

出雲広島線 松江広島線 松江尾道・福山線

（年度）

松江市
米子市

出雲市

尾道市

広島市

松江広島線

出雲広島線

福山市

＜凡例＞
開通前
開通後
新設

新たなバス路線
運行開始！

(H25.9)

高速バスの「利便性向上 利用者数増加」の好循環を創出

・尾道松江線が全線開通することで、更に高速バスの充実が図られ、広域利用の利便性が向上することで、住民の生活を支援します。

尾道松江線の開通により、

新規バス路線運行開始！
運航便数の増加！ 10

高速バスの新路線
H25.9.1よりスタート

1日３往復（６便）

資料：運行会社へのヒアリング結果

運
行
便
数
（便
／
日
）

三次市

松江自動車道全線開通

尾道自動車道部分開通

◆尾道松江線関連⾼速バス運⾏便数の増加

往復８便増

往復２便増
新設往復６便

松江自動車道開通



地点１
（甲奴IC～吉舎IC間）

5,100 台/日平日
(平成27年5月13日(水)）

休日
(平成27年5月17日(日)）

8,700 台/日

地点２
（三良坂IC～三次東JCT・IC間）

地点３
（高野IC～雲南吉田IC間）

平日
(平成27年5月13日(水)）

5,200 台/日 5,800 台/日

休日
(平成27年5月17日(日)）

8,500 台/日 9,500 台/日

吉舎IC
きさ

甲奴IC
こうぬ

世羅IC
せら

平成27年
3月22日開通

中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線

延
長
１
３
７
ｋ
ｍ

尾
道
自
動
車
道

延
長
約
５
０
ｋ
ｍ

松
江
自
動
車
道

延
長
約
７
３
ｋ
ｍ

平成25年3月
開通

平成26年3月
開通

平成22年11月
開通

平成24年3月
開通

尾道北IC
おのみちきた

三良坂IC
みらさか

三次東
JCT・IC

みよしひがし

口和IC
くちわ

高野IC
たかの

雲南吉田IC
うんなんよしだ

吉田掛合IC
よしだかけや

三刀屋木次IC
みとやきすき

平成15年3月
開通

地点２

地点１

地点３

2．尾道松江線の交通状況（速報）
1)尾道松江線(世羅IC～吉舎IC間)開通１．５ヶ月後の交通量

尾道松江線

・尾道松江線（世羅IC～吉舎IC間(地点1)）の開通1.5ヶ月後の平日交通量は、5,100台／日,休日交通量は、8,700台／日となっています。

愛
称
『
中
国
や
ま
な
み
街
道
』

H27.3開通区間(世羅IC〜吉舎IC間) の
開通1.5ヶ⽉後の交通量

（参考）
これまでの開通済み区間の開通1.5ヶ⽉後の交通量

11



1,900 1,900

5,000 5,800

0

5,000

10,000

15,000

H26
H26.5.14(水)

H27
H27.5.13(水）

（台/⽇）

7,700
6,900

3,000 2,800

8,000 9,500

0

5,000

10,000

15,000

H26
H26.5.18(日)

H27
H27.5.17(日）

（台/⽇）

12,300
11,000

8,000
6,300

2,900 5,200

0

5,000

10,000

15,000

H26
H26.5.14(水)

H27
H27.5.13(水）

（台/⽇）

11,50010,900

7,000
5,000

4,300 8,500

0

5,000

10,000

15,000

H26
H26.5.18(日)

H27
H27.5.17(日）

（台/⽇）

13,500

11,300

（台/⽇）

4,700

1,600

5,100

0

5,000

10,000

15,000

H26
H26.5.28(水)

H27
H27.5.13(水）

（台/⽇）

6,700

4,700

5,300

1,800

8,700

0

5,000

10,000

15,000

H26
H26.6.1（日）

H27
H27.5.17(日）

（台/⽇）

10,500

5,300

吉舎IC
きさ

甲奴IC
こうぬ

世羅IC
せら

平成27年
3月22日開通

中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線

延
長
１
３
７
ｋ
ｍ

尾
道
自
動
車
道

延
長
約
５
０
ｋ
ｍ

松
江
自
動
車
道

延
長
約
７
３
ｋ
ｍ

平成25年3月
開通

平成26年3月
開通

平成22年11月
開通

平成24年3月
開通

尾道北IC
おのみちきた

三良坂IC
みらさか

三次東
JCT・IC

みよしひがし

口和IC
くちわ

高野IC
たかの

雲南吉田IC
うんなんよしだ

吉田掛合IC
よしだかけや

三刀屋木次IC
みとやきすき

平成15年3月
開通

断⾯２（尾道⾃動⾞道）

2．尾道松江線の交通状況（速報）
2)尾道松江線(世羅IC～吉舎IC間)開通１．５ヶ月後の断面交通量

断⾯１(尾道松江線)

断⾯１

断⾯２

断⾯３

断⾯３（松江⾃動⾞道）

・今回開通区間の断面(断面１)の交通量は、Ｈ26年と比べて平日約１．４倍、休日約２．０倍に増加しています。
・また、これまでに開通していた区間もH26年と比べて増加しています。
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＜平⽇＞ ＜休⽇＞ ＜平⽇＞ ＜休⽇＞

尾道自動車道

国道184号

松江自動車道

国道54号

＜平⽇＞ ＜休⽇＞

尾道自動車道

国道184号

尾道松江線

H27.3開通区間(世羅IC〜吉舎IC間) の断⾯の
開通1.5ヶ⽉後の交通量変化

これまでの開通済み区間の断⾯の
開通1.5ヶ⽉後の交通量変化

約１．１倍

注）H26年度の国道184号の調査⽇は、平⽇5.28(⽔)、休⽇6.1(⽇)

約1.4倍に増加

約２．０倍に増加

約１．２倍 約１．１倍

約１．１倍

（年度） （年度）

（年度） （年度） （年度） （年度）



感じた

100人
30%

感じない

232人
70%

総数

332人 気づいた

199人

60%

気づかな

かった

133人
40%

総数

332人

5 5

2

0

1

2

3

4

5

H25 H26 H27

（件）

3．課題解決の取組み
～尾道松江線のガス欠対策～

・尾道松江線では、本線上に給油施設がないことから、ガス欠が発生しています。
・そのため、各IC周辺のガソリンスタンド(GS)を高速道路上から案内する取組みを行っています。

尾道松江線

案内標識に
気づきましたか？

資料）尾道松江線併設道の駅利用者への聞き取り調査結果
(H27.5.5)

至 松江

至 尾道

尾
道
松
江
線

※ICから5km以内で定休日無し、
かつ大型車対応可のGSが案内対象

一
般

道

【試行による効果】

＜三次東JCT・IC～三刀屋木次IC間ガス欠発生件数＞

＜尾道松江線近接道の駅利用者への聞き取り調査＞

給油に不安を
感じましたか？

福山SA
尾道JCT

ＧＳ案内設置

七塚原SA

安佐SA

120km以上

GS無し

140km以上

GS無し

100km以上

GS無し

60km以上

GS無し

注）各年4月・5月の2ヶ月間集計小谷SA

吉田掛合IC

雲南吉田IC

高野IC

口和IC

三次東JCT・IC

三良坂IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

尾道北IC

ガ
ス
欠
集
計

注）ガス欠：自動車燃料不足による交通障害

一般道上の
二次案内

＜ＩＣ出口1km手前＞

＜ＩＣ出口＞
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三刀屋木次IC



尾道松江線＜参考＞アンケート調査等の実施概要(Ｈ27ＧＷ）
尾道松江線

▲H27GWアンケート調査等の位置(全２８箇所)

Ｈ27ＧＷアンケート等調査の実施調査対象位置

松江市

出雲市

雲南市

飯南町

奥出雲町大田市

安来市

美郷町

三次市

庄原市

福山市
尾道市

広島市

4

6

7

10

1

9

12

2

3

4

11

8

25

13

14
15

16

17

18

19

24

21

20

23

22

26

27

広島県

島根県

吉田掛合IC

雲南吉田IC

高野IC

口和IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

尾道北IC

尾道JCT

三良坂IC

三次東JCT・IC

三刀屋木次IC

データ取得数
28

1．尾道松江線沿線等集客施設ｱﾝｹｰﾄ調査配布・回収 2．尾道松江線沿線等集客施設車籍地調査取得データ

3．尾道松江線の通常時利用の聞き取り調査

4．尾道松江線関連ＧＳ案内標識聞き取り調査

区分 数量 備考

①聞取り数 (人) 332 全2箇所

区分 数量 備考

①聞取り数 (人) 567 全8箇所

区分 数量 備考

尾松線の併設施設 9,588 全2箇所

松江道と並行国道54号沿線施設 10,643 全7箇所

尾道道と並行国道184号沿線施設 8,120 全3箇所

合計 28,351 全12箇所

区分 数量 備考

①配布数 (件) 10,000 手渡し配布(全27箇所)

②回収数 (件) 1,051 郵送回収

回収率 (%) 10.5
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施設名
1.尾道松江線沿線

施設(全２７箇所)での
ｱﾝｹｰﾄ調査

2.尾道松江線沿線
施設(全１２箇所)での

車籍地調査

3.尾道自動車道
沿線施設(全８箇所)
での聞き取り調査

4.尾道松江線併設
道の駅利用者への

聞き取り調査

調査日 H27.5.5(祝)

調査箇所　　　　　　　　　　　活用頁 p5,p6,p7 p7 p9 p13

① 道の駅さくらの里きすき ● ● 島根県

② 道の駅掛合の里 ● ●

③ 道の駅頓原 ● ●

④ 道の駅赤来高原 ● ●

⑤ 松江城周辺 ●

⑥ 出雲大社 ●

⑦ 松江ﾌｫｰｹﾞﾙﾊﾟｰｸ ●

⑧ 石見銀山世界遺産ｾﾝﾀｰ ●

⑨ 道の駅おろちの里 ●

⑩ 道の駅キララ多伎 ●

⑪ 道の駅たたらば壱番地 ● ● ●

⑫ 広島三次ﾜｲﾅﾘｰ ● ● ● 広島県

⑬ 道の駅たかの ● ● ● ●

⑭ 道の駅ふぉﾚｽﾄ君田 ● ●

⑮ 道の駅ゆめﾗﾝﾄﾞ布野 ● ●

⑯ 安佐SA(上り) ●

⑰ 七塚原SA(下り) ●

⑱ 小谷SA(上り) ●

⑲ 福山SA(下り) ●

⑳ 瀬戸田PA(上り) ●

㉑ 世羅夢公園・せらﾜｲﾅﾘｰ ● ● ●

㉒ 甲山いきいき村 ● ●

㉓ 世羅幸水農園・ﾋﾞﾙﾈﾗｰﾃﾞﾝ ● ●

㉔ 世羅高原農場 ● ● ●

㉕ 道の駅ｸﾛｽﾛｰﾄﾞみつぎ ● ● ●

㉖ 千光寺公園 ●

㉗ 鞆の浦 ●

㉘ ﾄﾚｯﾀみよし ●

27 12 8 2

No.

備考

H27.5.3(日)

合計
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